








要約:今津保健所管内の幼稚園健診ではじめて要医療となった児は 15 名であった。屈折異

常による弱視は 10 名で、7 名は 3 歳児健診で異常を指摘されず 3 名は未受診であった。

前 7名のうち 4名は 3歳児健診時の視力の基準値未満で 3歳児健診で発見されるべきであ

り、健診時の技術に問題があったと考えられた。幼椎園健診で発見された不同視弱視の遮

蔽治療は就学までに終了しなかった。

 眼位異常での要医療児は 5 名で、そのうち 1 名は 3 歳児健診未受診で、他の 4 名のうち

早急に治療が必要なものは弱視を伴う内斜視の1名であった。

  以上より、健診時の視力検査の向上を図れば現行の 3歳児健診の基準は妥当であると評

価した。

　3 歳児健診で要医療の弱視はほとんどが就学までに治療を完了するの対して、幼稚園健

診ではじめて要医療となった弱視は就学後も治療を継続する。3 歳児健診で弱視が発見さ

れることは大きな意義があり、継続することで弱視児の早期発見・早期治療完了に貢献す

る。


